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を見学させていただき，当時の最先端の技術を見ることができ大変印象深いものであ
りました。
　このように2003年から2004年にかけての情報化施策の幾つかは，まだまだ現役のも
のを含めて，現在における本学の情報化の礎となっていると言えます。
　さて現在私は名古屋図書館に勤務し，名古屋図書館の笹島新キャンパス移転の準備
をしています。新図書館のレイアウトや蔵書構成を設計し，移転する図書の点検をし，
時には図書の運搬をし，新図書館に収蔵しきれない図書の行き先を探すなど，移転全
般の業務を取り仕切っています。
　移転準備を進めていて思うことは，情報メディアセンターで数多くのプロジェクト
に参加したノウハウや経験（プロジェクト管理の手法など）の1つ1つが，図書館の移転
業務に生かされているということです。あらためて情報メディアセンターで経験した
ことは，貴重な経験であったと思います。
　今は，2012年4月開校の新名古屋キャンパスの図書館に，多くの利用者を迎え入れ
ること夢を見て，移転の準備を進めています。
（2011年9月30日名古屋図書館にて）
